










氏名・(本籍) 辻 橋 宏ひろ 典
学位の種類 医 ~ 博 土
学位記番号 第 8 2 7 5 τEヨコ
学位授与の日付 昭和 63 年 6 月 9 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当
学位論文題目 腸脱腫鷹の宿主機構に関する研究
腸脱腫嬉組織浸潤リンパ球の免疫能に関する研究
論文審査委員 教(主査授) 園田 孝夫
















は 51Cr を用い ， K562細胞 (NK活性)および勝脱腫蕩株HT1197，新鮮勝脱腫蕩 (LAK活性)を標
的細胞とした。また PBL ， TILを刺激細胞とした。 BRMとしては 1 L 2 (武田)を用いNK活性
はE/T比20: 1 , LAK活性は40: 1 とした。
3. 経内視鏡的BRM注入
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2. 免疫組織学的に検討すると，良性疾患に比べ跨脱腫蕩ではB細胞より T細胞が多かった。 T細胞は
腫蕩のまわりをとりかこむように存在し，表在性腫蕩程多くみられた。
3. T 1 L と PBL のNK細胞数はほぼ等しいが， T 1 L のNK活性は in situ の状態では抑制されて
いた。しかし 1 L 2 にて刺激することにより， PBLに比べ約 4 倍のNK活性誘導能を認めた。
4. T 1 L の LAK活性は 1 L 2 で刺激することにより， PBL とほぼ等しい LAK活性が得られた。
なおこの活性は autologous tumor において高くみられた。












勝脱腫蕩における組織浸潤リンパ球 (T 1 L) の役割について検討した。
すなわち， T 1 L を免疫組織学的に観察すると，そのサブセットはB細胞よりもT細胞の方が多いこ
とが明らかになった。次いで， PBLおよびTILを分離し，細胞障害性試験を行ったところ， NK活
性はTILの方がPBL より低いが LAK活性はほぼ同等であることが判明した。また， T 1 L の細
胞障害能は， in vitro で免疫賦活剤と培養することにより著明な上昇を示し，さらに m VIVO で経内視
鏡的に免疫賦活剤を腫濠内に注入すると， T 1 L のNK細胞数の増加およびNK活性の上昇が認められ
fこ。
以上の結果は， T 1 Lが局所免疫監視機構としての役割を担っていることを示すもので，学位論文に
値する O
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